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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月4日(2014.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサとメモリを備えた管理計算機が、計算機システムを構成する要素の構成パタ
ーンを算出する方法であって、
　前記管理計算機が、前記計算機システムを構成する要素の情報を含む構成情報を取得す
る第１のステップと、
　前記管理計算機が、前記計算機システムを構成する要素の負荷を含む負荷情報を取得す
る第２のステップと、
　前記管理計算機が、前記計算機システムの構成パターンに対する制約条件を取得する第
３のステップと、
　前記管理計算機が、前記計算機システムの構成情報に基づいて複数の構成パターンを生
成する第４のステップと、
　前記管理計算機が、前記生成した複数の構成パターンのうち、前記制約条件を満たして
いない構成パターンを修正する第５のステップと、
　前記管理計算機が、前記構成情報と負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす構成パ
ターンと前記修正された構成パターンのそれぞれについて所定の適応度を演算する第６の
ステップと、
　前記管理計算機が、前記適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在する場合
には、当該構成パターンを出力する第７のステップと、
　前記管理計算機が、前記適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在しない場
合には、前記適応度のうち所定の閾値を下回る構成パターンを削除する工程と、ある構成
パターンと別のある構成パターンの一部を入れ換える工程と、ある構成パターンの一部を
変更する工程とを適用する第８のステップと、
を含み、前記第８のステップの後に前記第５のステップへ復帰することを特徴とする計算
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機システムの構成パターンの算出方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の計算機システムの構成パターンの算出方法であって、
　前記第４のステップは、
　前記計算機システムを構成する要素の組み合わせを示す数列に変換した前記構成パター
ンを生成することを特徴とする計算機システムの構成パターンの算出方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の計算機システムの構成パターンの算出方法であって、
　前記第４のステップは、
　前記構成パターンの構成要素の数に応じて数列の長さが異なり、前記数列の長さが同一
となるものをひとつのクラスタとして扱うことを特徴とする計算機システムの構成パター
ンの算出方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の計算機システムの構成パターンの算出方法であって、
　前記第７のステップは、
　前記クラスタ内の適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在する場合には、
当該構成パターンを出力し、
　前記第８のステップは、前記クラスタ内の適応度のうち所定の閾値を超える構成パター
ンが存在しない場合には、前記適応度のうち所定の閾値を下回る構成パターンを削除する
工程と、ある構成パターンと別のある構成パターンの一部を入れ換える工程と、ある構成
パターンの一部を変更する工程とを適用することを特徴とする計算機システムの構成パタ
ーンの算出方法。
【請求項５】
　請求項２に記載の計算機システムの構成パターンの算出方法であって、
　前記第４のステップは、
　前記数列は、種別の異なる要素毎に異なる数値が設定されることを特徴とする計算機シ
ステムの構成パターンの算出方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の計算機システムの構成パターンの算出方法であって、
　前記第１のステップは、
　前記計算機システムの物理的な構成要素と、論理的な構成要素の情報とを含む構成情報
を取得し、
　前記第２のステップは、
　前記計算機システムの物理的な構成要素の負荷と、論理的な構成要素の負荷と、を含む
負荷情報を取得し、
　前記第４のステップは、
　前記計算機システムの物理的な構成要素の構成パターンと、論理的な構成要素の構成パ
ターンとをそれぞれ生成し、
　前記第５のステップは、
　前記生成した複数の物理的な構成パターンのうち、前記制約条件を満たしていない構成
パターンを修正し、前記生成した複数の論理的な構成パターンのうち、前記制約条件を満
たしていない構成パターンを修正し、
　前記第６のステップは、
　前記物理的な構成情報と物理的な負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす物理的な
構成パターンと前記修正された物理的な構成パターンのそれぞれについて所定の適応度を
演算し、前記論理的な構成情報と論理的な負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす論
理的な構成パターンと前記修正された論理的な構成パターンのそれぞれについて所定の適
応度を演算し、
　前記第７のステップは、
　前記適応度のうち所定の閾値を超える物理的な構成パターンが存在し、かつ、前記適応
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度のうち所定の閾値を超える論理的な構成パターンが存在する場合には、当該物理的な構
成パターンと論理的な構成パターンを出力することを特徴とする計算機システムの構成パ
ターンの算出方法。
【請求項７】
　プロセッサとメモリを備えて計算機システムを構成する要素の構成パターンを算出する
構成パターンの算出装置であって、
　前記計算機システムを構成する要素の情報を含む構成情報を取得する構成情報取得部と
、
　前記計算機システムを構成する要素の負荷を含む負荷情報を取得する負荷情報取得部と
、
　前記計算機システムの構成パターンに対する制約条件を取得する要求取得部と、
　前記計算機システムの構成情報に基づいて複数の構成パターンを生成する構成算出部と
、を備え、
　前記構成算出部は、
　前記生成した複数の構成パターンのうち、前記制約条件を満たしていない構成パターン
を修正する修正部と、
　前記構成情報と負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす構成パターンと前記修正さ
れた構成パターンのそれぞれについて所定の適応度を演算する適応度演算部と、
　前記適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在する場合には、当該構成パタ
ーンを出力する構成提示部と、
　前記適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在しない場合には、前記適応度
のうち所定の閾値を下回る構成パターンを削除する工程と、ある構成パターンと別のある
構成パターンの一部を入れ換える工程と、ある構成パターンの一部を変更する工程とを適
用する構成変更部と、を有し、
　前記構成変更部で前記構成算出部によって算出され、構成提示部によって出力された構
成パターンを前記修正部へ入力することを特徴とする構成パターンの算出装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の構成パターンの算出装置であって、
　前記構成算出部は、
　前記計算機システムを構成する要素の組み合わせを示す数列に変換した前記構成パター
ンを生成することを特徴とする計算機システムの構成パターンの算出装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の構成パターンの算出装置であって、
　前記構成算出部は、
　前記構成パターンの構成要素の数に応じて数列の長さが異なり、前記数列の長さが同一
となるものをひとつのクラスタとして扱うことを特徴とする構成パターンの算出装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の構成パターンの算出装置であって、
　前記構成提示部は、
　前記クラスタ内の適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在する場合には、
当該構成パターンを出力し、
　前記構成変更部は、前記クラスタ内の適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが
存在しない場合には、前記適応度のうち所定の閾値を下回る構成パターンを削除する工程
と、ある構成パターンと別のある構成パターンの一部を入れ換える工程と、ある構成パタ
ーンの一部を変更する工程とを適用することを特徴とする構成パターンの算出装置。
【請求項１１】
　請求項８に記載の構成パターンの算出装置であって、
　前記構成算出部は、
　前記数列に、種別の異なる要素毎に異なる数値を設定することを特徴とする構成パター
ンの算出装置。
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【請求項１２】
　請求項７に記載の構成パターンの算出装置であって、
　前記構成情報取得部は、
　前記計算機システムの物理的な構成要素と、論理的な構成要素の情報とを含む構成情報
を取得し、
　前記負荷情報取得部は、
　前記計算機システムの物理的な構成要素の負荷と、論理的な構成要素の負荷と、を含む
負荷情報を取得し、
　前記構成算出部は、
　前記計算機システムの物理的な構成要素の構成パターンと、論理的な構成要素の構成パ
ターンとをそれぞれ生成し、
　前記修正部は、
　前記生成した複数の物理的な構成パターンのうち、前記制約条件を満たしていない構成
パターンを修正し、前記生成した複数の論理的な構成パターンのうち、前記制約条件を満
たしていない構成パターンを修正し、
　前記適応度演算部は、
　前記物理的な構成情報と物理的な負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす物理的な
構成パターンと前記修正された物理的な構成パターンのそれぞれについて所定の適応度を
演算し、前記論理的な構成情報と論理的な負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす論
理的な構成パターンと前記修正された論理的な構成パターンのそれぞれについて所定の適
応度を演算し、
　前記構成提示部は、
　前記適応度のうち所定の閾値を超える物理的な構成パターンが存在し、かつ、前記適応
度のうち所定の閾値を超える論理的な構成パターンが存在する場合には、当該物理的な構
成パターンと論理的な構成パターンを出力することを特徴とする構成パターンの算出装置
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、プロセッサとメモリを備えた管理計算機が、計算機システムを構成する要素
の構成パターンを算出する方法であって、前記管理計算機が、前記計算機システムを構成
する要素の情報を含む構成情報を取得する第１のステップと、前記管理計算機が、前記計
算機システムを構成する要素の負荷を含む負荷情報を取得する第２のステップと、前記管
理計算機が、前記計算機システムの構成パターンに対する制約条件を取得する第３のステ
ップと、前記管理計算機が、前記計算機システムの構成情報に基づいて複数の構成パター
ンを生成する第４のステップと、前記管理計算機が、前記生成した複数の構成パターンの
うち、前記制約条件を満たしていない構成パターンを修正する第５のステップと、前記管
理計算機が、前記構成情報と負荷情報を参照して、前記制約条件を満たす構成パターンと
前記修正された構成パターンのそれぞれについて所定の適応度を演算する第６のステップ
と、前記管理計算機が、前記適応度のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在する場
合には、当該構成パターンを出力する第７のステップと、前記管理計算機が、前記適応度
のうち所定の閾値を超える構成パターンが存在しない場合には、前記適応度のうち所定の
閾値を下回る構成パターンを削除する工程と、ある構成パターンと別のある構成パターン
の一部を入れ換える工程と、ある構成パターンの一部を変更する工程とを適用する第８の
ステップと、を含み、前記第８のステップの後に前記第５のステップへ復帰する。
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